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本課題ではこれまでに、以下の進捗を得た。

• 統計データによる推計、事業者データの解析、脱炭素行動を検証する個別スマートモニタリングを

含む階層的な脱炭素地域モニタリングシステムを構築している。スマートモニタリングの測定結果

解析を含む電力需要診断と、予測手法の構築に成功した。そこでは、地域電力事業の需給解析

システムを構築している。

• 北九州市等での社会実装による精度検証の結果、90%を超える日平均予測精度を確認している。

• 活動主体の脱炭素行動変容に繋げるために、都市のエネルギー消費に密接に関連している、

街区にある構造物等の3D情報のセンサーによる取得とそのビジュアライズに成功した。

• モニタリングデータから長期、季別、週間・日間トレンド、固定的消費と非定常的消費の複数の

区分で特徴を抽出・分離する一連の手法を構築した。この手法を用いた電力消費構造の分析に

より、それぞれの需要家の電力消費の特徴を明確化できるとともに、再エネ電力の優先利用、

省エネ対策や行動変化などの効果も定量的に確認できるシステムの構築を進めている。

• 地域特性に応じた脱炭素施策の提案プロセスの構築に向けて、脱炭素先行地域に選定された

自治体の特徴量に基づく類型化を行った。

• スマートモニタリングシステムにより得られた情報を住民の態度・行動変容に繋げる情報の見せ方、

使い方の提示として、ゲーム方式の仕組みの提案と実証を行った。

以上により、スマートモニタリングデータに基づく電力消費

の特徴の解析および需要予測と、それに基づく地域特性に

応じた脱炭素施策の提案および住民の行動変容に繋げる

情報の提示に向けた基礎を確立した。脱炭素まちづくりを

進める北九州市、宇都宮市、文京区等と連携する社会実装

研究を通じて、研究計画に基づき、スマートモニタリングシ

ステムの開発と社会実装による実用性検証を進める。脱炭

素地域の計画策定、合理的な目標設定とそこへの脱炭素

事業の計画と評価、実装プロセスの構築までのプロセスを

要素化・一般化し、社会モニタリングシステムに基づく

科学的な脱炭素地域計画支援システムの構築を進める。

図 開発しているスマートメーターの

構成の一例

• システムの改良、検証により、既存施設のモニタリングを簡易に行えるようになることが可能

• 建築物ストック量把握の精度向上により、建設廃棄物や災害廃棄物のリサイクルを促進

• モニタリングデータ特性分析の新規手法により、効果的な脱炭素対策の立案・評価

• 地域電力事業の需給解析システムにより、地域脱炭素への再エネ導入量検討への貢献

• 自治体の類型化により、地域の特徴に応じた脱炭素施策・シナリオの提案を実現
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